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Abstract
Presentgui（ielinesforprovidingPhysicaleducationinjuniorandsenior
highschoolsallowteacherstoinstructperformanceoffolkdances，
rhythmdances，orsocialdances，butinreality，sucheducationmainly
consistsofcreativedances．Thispracticestemmed丘omthedevelopment
ofpasteventsinwhich，duringthecourseofpost－wardanceeducation，
themethodofimitatingexistentdanceproductshasbeenavoided，based
ontheviewthatitwouldhamperdevelopmentofchildren’screativity．
However，thiswriterhaspreviouslystud玉edthepossibilityofthe
methodoHmitationindancingeducation．Asaresultofthisstudy，the
authorhasalsoclarifiedthesigni丘canceof“themethodofimitatingof
danceeducation．Basedonsuchresults，specificsystematizationof
purposes，content，method，andevaluationindanceeducationwassetas
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problemstobesolvedinthefuture．Therefore，asonesystematization
attempt，dancelessonsadoptingimitationastheirmethodweregivento
seniorhighstudents，andsubsequentlyaquestionnairesurveywas
conductedonthesestudents．Here，byfocusingonthefollowingthree
points：“contentoflessons，”“methodofinstructions，”“evaluation，”
????
ionofbodyandmindafterlessons，”and“conparisontocreative
dance，”thiswriterwillintroducepartofopinionsandobservationsof
thestudents，withaviewtousingtheseopinionsandobservationsasa
cluetoimprovinglessons，whilefullyunderstandingtheirincompleteness
andinsufficiency．Asaresultofconsideration，thecun』entseriesof
dancelessons，taughtbytheimitationmethod，werefoundtohavethe
followingcharacteristics：1．Theleveloftheteachingmaterialswas
suitableforthestudents；2．Theteachingmethodforlessons（imitation）
wasregardedasgoodbythestudents；3．Evaluationofindividual
studentswasinsufficient；4．Thestudentsfeltrefreshedandalsofelta
senseofachievement；5．Comparedwithcreativedancing，thistypeof
dancinghadsomeadvantagessuchasmatchingasuitablerhythm，
havingtechniquestobeleamed，andhavingamodeltofollow．
1．はじめに
現行の中・高校の指導要領では、教師の裁量によってフォークダンスや
リズムダンス、民舞その他を教えることができる余地はあっても、実際に
は創作ダンスがメインとなっているのが実情である。そこには、戦後の舞
踊教育においては、「模倣」という方法が子どもの創造性を阻害するもの
として避けられてきたという経緯がある。しかし、筆者は以前、模倣とい
う方法は舞踊教育的意義を持ち得ることを明らかにした（内山，2001）。
そして、これらの結果を基に、舞踊教育における内容、方法、評価を具体
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的に体系化することを今後の課題とした。そこで、今回はそのひとつの試
みとして、高校生を対象に模倣を方法としたダンス授業を行い、高校生が
その授業についてどのように感じるかについて調査しようと考えた。“もち
ろん、学生による授業評価は、評価の視点、目的、方法が明確でなく、そ
の内容も客観性、妥当性を保持していないかもしれない。しかし、授業の
点検、評価の手始めとして取り掛かり、改善の糸口を見出すためには、有
効な方法であるとも考えられる。
■．研究の目的
本研究では、「実践後の心身の状態」2）を訊ねるともに、創造性の育成
を目的とする「創作ダンスとの比較」を試みる。また、自己点検検討委員
会が挙げている具体的項目（全国大学体育連合研究部・自己点検検討委員
会，1993）1）より、r授業の内容・方法・評価」に着目することで、受講
生の意見や感想を考察し、模倣を方法としたダンス授業について検討する
ことを目的とした。
皿．研究の方法
埼玉県内の高校生45名（全員女子）に対して、模倣を方法としたダンス
の授業を行い、その後、アンケート調査を行った（回収率100％）。実践日
と調査日は2004年7月26日であった。調査の設問は著者が考案した。なお、
アンケート調査の施行に際しては、インフォームドコンセントの精神を尊
重し、生徒達に本研究の目的と意義を充分説明し、納得した上で協力を得
た。
実践内容は注3）に示す。
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lV．結果
アンケートの質問項目とその集計結果を次に示す。
1．授業g内容について
設問1：今日の授業の目的をどう思いますか。
（a）技術4）を獲得する
1一良い48．9％（22人）
2一まあまあ良い26．7％（12人）
3一普通24．4％（11人）
4一あまり良くない0％（0人）
5一良くない0％（0人）
（b）リズムにのる楽しさを味わう
1一良い88．9％（40人）
2一まあまあ良い6．7％（3人）
3一普通4．4％（2人）
4一あまり良くない0％（0人）
5一良くない0％（0人）
（c）動きを揃えて一体感を味わう
1一良い73．3％（33人）
2一まあまあ良い11．1％（5人）
3一普通15．6％（7人）
4一あまり良くない0％（0人）
5一良くない0％（0人）
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設問2：今日の授業の目的を達成できましたか。
（a）技術を獲得する
1一達成できた17．8％（8人）
2一まあまあできた17．8％（8人）
3一普通48．9％（22人）
4一あまりできない8．9％（4人）
5一できない6．6％（3人）
（b）リズムにのる楽しさを味わう
1一達成できた80．0％（36人）
2一まあまあできた11．1％（5人）
3一普通8．9％（4人）
4一あまりできない0％（0人）
5一できない0％（0人）
（c）動きを揃えて一体感を味わう
1一達成できた57．8％（26人）
2一まあまあできた17．8％（8人）
3一普通20．0％（9人）
4一あまりできない2．2％（1人）
5一できない0％（0人）
無回答2．2％（1人）
設問3：今日の授業で行なわれた運動内容についてどう思いますか。
（a）技術
①ツイスト
1一簡単すぎる2．2％（1人）
2一やや簡単8．9％（4人）
3一ちょうどよい88．9％（40人）
4一やや難しい0％（0人）
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5一難しすぎる
②ウエーブ
1一簡単すぎる
2一やや簡単
3一ちょうどよい
4一やや難しい
5一難しすぎる
無回答
③パドブレ
1一簡単すぎる
2一やや簡単
3一ちょうどよい
4一やや難しい
5一難しすぎる
（b）コンビネーション
①ヒップホップ
1一簡単すぎる
2一やや簡単
3一ちょうどよい
4一やや難しい
5一難しすぎる
②ロッキング5）
！一簡単すぎる
2一やや簡単
3一ちょうどよい
4一やや難しい
5一難しすぎる
無回答
0％（0人）
0％（0人）
0％（0人）
51．1％（23人）
28．9％（13人）
17，8％（8人）
2．2％（1人）
0％（0人）
4．4％（2人）
66．7％（30人）
13．3％（6人）
15．6％（7人）
0％（0人）
4．4％（2人）
60．0％（27人）
20．0％（9人）
15．6％（7人）
0％
2．2％
26．7％
31．1％
37．8％
2，2％
（0人）
（1人）
（12人）
（14人）
（17人）
（1人）
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設問4：今日の授業を受ける前に、ヒップホップダンスについてどう思っ
ていましたか。
1一好き40．0％（18人）
2一やや好き112％（5人）
3一どちらでもない44．4％（20人）
4一やや嫌い2．2％（1人）
5一嫌い2．2％（1人）
設問5：3で「好き」rやや好き」と答えた方に伺います。その理由は何
ですか。（n＝23）
「楽しそう」（8人）「かっこいい」（6人）「自分が踊れたらいいと思って
いた」（3人）「友人が踊っていてかっこいい」（3人）「習いたいと思って
いた」（2人）rヒップホップの音楽ののりが好き」（2人）rテレビなどで
見てかっこいいと思っていた」（1人）
設問6：3でrどちらでもない」と答えた方に伺います。その理由は何で
すか。（n＝20）
r踊る機会が無い」（8人）「もっと難しいと思っていた」（8人）「ダンス
自体やったことが無いから」（3人）「リズム感が無いのでダンスと聞くと
不安になる」（1人）記載なし（3人）
設問7：3で「嫌い」「やや嫌い」と答えた方に伺います。その理由は何
ですか。（n＝2）
「面倒」（1人）「自分にはできないと思っていた」（1人）
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設問8：今日の授業を受けてみてヒップホップダンスについてどう思いま
すか。
1一好き
2一やや好き
3一どちらでもない
4一やや嫌い
5一嫌い
無回答
77．8％
11．1％
8．9％
0％
0％
2．2％
（35人）
（5人）
（4人）
（0人）
（0人）
（1人）
設問9：7で「好き」「やや好き」と答えた方に伺います。その理由は何
ですか。（n＝40）
r楽しかった」（14人）r気分がすっきりした」（8人）r面白かった」（6
人）「リズムにのると楽しい」（6人）「思ったよりもできた」（5人）「上
手にできると達成感がある」（5人）「達成感がある」（5人）「短い時間で
たくさんのことができるようになった」（4人）r難しいがやり甲斐がある」
（4人）「やり遂げたという爽快感がある」（2人）「難しいがちょっとでも
できると嬉しくなる・楽しくなる」（2人）「始めはできないのに繰り返し
練習するうちにできるようになると楽しくなっていく」（1人）「うまく踊
れないのに何故か楽しい」（1人）r皆で合わせるのがとても楽しかった」
（1人）「見ているだけでも楽しかった」（1人）「見るのも良いがやるほう
が楽しいと知った」（1人）「気分的にかっこよくなったような気がする」
（1人）r踊ることが楽しくて仕方なかった」（1人）r時問を忘れた」（1
人）rまさか自分ができるようになるとは思わなかった」（1人）rダイエッ
トに良いと感じるほどの運動量だった」（1人）「痩せそう」（1人）「ダン
スのキレが味わえた」（1人）記載なし（4人）
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設問10：7でrどちらでもない」と答えた方に伺います。その理由は何で
すか。（n＝4）
「やっぱり難しい」（3人）「リズムにのりきれない」（1人）
設問11またこのようなダンスをやってみたいですか
1一したい
2一ややしたい
3一どちらでもない
4一あまりしたくない
5一したくない
91．1％（41人）
6．7％（3人）
2．2％（1人）
0％（0人）
0％（0人）
設問12：10で「したい」「ややしたい」と答えた方に伺います。その理由
は何ですか。（n＝44）
r楽しかった」（12人）rもっと上達したい」（8人）rうまくなりたい」
（8人）「ダンスの楽しさを知った」（3人）「もっと時間をかけたい」（3
人）rかっこよく踊りたい」（3人）r一曲踊りきれるくらいの技術を身に
つけたい」（1人）「ダンスの楽しさを知り、他の人の踊りをみて感動した」
（1人）「とにかく踊りたい、もっと教えて欲しい」（1人）「身体を動かす
ことが楽しかった」（1人）rできなかったけど楽しかった」（1人）rダン
スヘの興味が湧いた」（1人）「デモンストレーションに刺激された」（1
人）「気分がすっきりした」（1人）「もっとやりたい」（1人）「時間が短
く感じられた」（1人）「できるようになることへの喜びを感じた」（1人）
「指導が丁寧だった」（1人）記載なし（1人）
設問13：10で「どちらでもない」と答えた方に伺います。その理由は何で
すか。（n＝1）
記載なし（1人）
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2．授業の方法について
設問1：デモンストレーションによって踊ることに対する意欲が沸きまし
たか。
1一沸いた95．6％（43人）
2一やや沸いた2．2％（1人）
3一どちらでもない2．2％（1人）
4一あまり沸かない0％（0人）
5一沸かない0％（0人）
設問2：1で「沸いた」「やや沸いた」と答えた方に伺います。その理由
は何ですか。（n＝44）
「かっこよく踊っている」（25人）「振り付けがかっこよい」（7人）r楽し
そうに踊っている」（3人）「揃っていてかっこよい」（3人）「素敵」（3
人）rきれい」（1人）r堂々と踊っている」（1人）r生き生きと踊ってい
る」（1人）「動きに切れがある」（1人）記載なし（2人）
設問3：1で「どちらでもない」
すか。（n＝1）
記載なし（1人）
と答えた方に伺います。その理由は何で
設問4：今回用いた指導方法（手本を見る一まねる一繰り返す）はどう感
じられましたか。
1一良い
2一まあまあ良い
3一どちらでもない
4一あまり良くない
5一良くない
93．4％（42人）
2．2％（1人）
4．4％（2人）
0％（0人）
0％（0人）
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設問5：4で「良い」「まあまあ良い」と答えた方に伺います。その理由
は何ですか。（n＝43）
r教え方が面白かった」（17人）r教え方が明るかった」（16人）r真似がで
きるように踊ってくれた」（12人）「ゆっくりと部分ずつ教えてくれた」
（10人）「足と手の動作を分解して教えてくれた」（7人）「何回も繰り返し
て教えてくれた」（6人）r教え方が優しかった」（6人）r短い時間で踊れ
るようにしてくれた」（4人）「どこがだめかの指摘があった」（4人）「誉
めてくれた」（4人）rわからないところがわかるような指導だった」（3
人）「繰り返しているうちにわかってきた」（3人）「グループ分けでのき
め細かい指導だった」（2人）「励ましながら教えてくれた」（1人）「わか
るようになった人（高校生）が教えてくれた」（1人）r声を出しながら覚
えるのがわかりやすかった」（1人）r細かいところまでの丁寧な指導だっ
た」（1人）記載なし（5人）
設問6：4でrどちらでもない」と答えた方に伺います。その理由は何で
すか。（n＝2）
記載なし（2人）
3．生徒への評価について
設問1：先生の自分やグループや全体への評価はどうでしたか。
1一良い
2一まあまあ良い
3一どちらでもない
4一あまり良くない
5一良くない
無回答
64．4％
11．2％
22．2％
0％
0％
2．2％
（29人）
（5人）
（10人）
（0人）
（0人）
（1人）
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設問2：1でr良い」rまあまあ良い」と答えた方に伺います。その理由
は何ですか。（n＝34）
r誉めてくれた」（9人）r細かいところまで評価してくれた」（8人）r皆
平等に評価してくれた」（6人）rできる限りでの評価をしてくれた」（6
人）記載なし（10人）
設問3：1で「どちらでもない」と答えた方に伺います。その理由は何で
すか。（n＝10）
「もっと評価してほしかった」（6人）「個人的な評価をしてほしかった」
（5人）「できないところを指摘してほしかった」（3人）記載なし（1人）
4．実践後の心身の状態（n＝45）
設問1：実践前と比べあなたの気分はどうですか。
1一とても良くなった64．4％（29人）
2一良くなった20．0％（9人）
3一どちらでもない11．2％（5人）
4一悪くなった2．2％（1人）
5一とても悪くなった2．2％（1人）
設問2：実践前と比べあなたの身体の状態はどうですか。
1一とても良くなった51．1％（23人）
2一良くなった22．2％（10人）
3一どちらでもない13．3％（6人）
4一悪くなった6．7％（3人）
5一とても悪くなった6．7％（3人）
一276一
ストリートダンスの授業構成に関する研究
設問3：今日の授業は楽しいと感じましたか。
1一楽しかった93．4％（42人）
2一まあまあ楽しかった4．4％（2人）
3一どちらでもない2．2％（1人）
4一あまり楽しくない0％（0人）
5一楽しくなかった0％（0人）
設問4：今日の授業で達成感はありましたか。
1一とてもあった
2一あった
3一どちらでもない
4一あまりない
5一まったくない
80．0％（36人）
13．3％（6人）
6．7％（3人）
0％（0人）
0％（0人）
設問5：今日の授業で気持ちはどのようになりましたか。
1一明るくなった80．0％（36人）
2一まあまあ明るくなった13．3％（6人）
3一どちらでもない6．7％（3人）
4一少し落ち込んだ0％（0人）
5一落ち込んだ0％（0人）
設問6：今日の授業で爽快感がありましたか。
1一あった
2一まあまああった
3一どちらでもない
4一あまりなかった
5一なかった
80．0％（36人）
13．3％（6人）
6．7％（3人）
0％（0人）
0％（0人）
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設問7グループ内であなたは受け入れられましたか。
1一受け入れられた48．9％（22人）
2一まあまあ受け入れられた28，9％（13人）
3一どちらでもない22．2％（10人）
4一あまり受け入れられない0％（0人）
5一受け入れられない0％（0人）
設問8：授業が始まる前と比べてメンバー同士の親密度はどうなりました
か。
1一深まった
2一まあまあ深まった
3一どちらでもない
4一あまり深まらない
5一深まらない
無回答
48．9％（22人）
6．7％（3人）
42．2％（19人）
0％（0人）
0％（0人）
2．2％（1人）
設問9：他の人たちはどうでしたか。
1一楽しそうだった84．4％
2一まあまあ楽しそうだった8．9％
3一どちらでもない6．7％
4一少しつまらなそうだった0％
5一つまらなそうだった0％
（38人）
（4人）
（3人）
（0人）
（0人）
5．創作ダンスとの比較
設問1：創作ダンスを経験したことがありますか。
1一ある
2一ない
86．7％（39人）
13．3％（6人）
（n＝45）
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設問2：あると答えた方に伺います。それはいつですか。（n＝39）
1一中学時71．8％（28人）
2一高校時43．6％（17人）
設問3：また創作ダンスをやってみたいですか。（n＝39）
1一したい17．9％（7人）
2一ややしたい15．5％（6人）
3一どちらでもない25．6％（10人）
4一あまりしたくない17．9％（7人）
5一したくない23．1％（9人）
設問4：3でrしたい」rややしたい」と答えた方に伺います。その理由
は何ですか。（n＝13）
r練習を通じて友達との仲が深まった」（3人）r楽しかった」（2人）r友
達と協力し合えた」（1人）「皆で力を合わせた後の爽快感が良い」（1人）
「皆でひとつのものを作るのが楽しかった」（1人）「表現の仕方でいろい
ろ変わって面白い」（1人）「記載なし」（4人）
設問5：3で「どちらでもない」と答えた方に伺います。その理由は何で
すか。（n＝10）
r何をしたらいいかわからない」（3人）「爽快感がない」（2人）「難しい」
（1人）「イメージは浮かぶが身体で表現できない」（1人）「中途半端だっ
た」（1人）「自分で踊りを考えられなかった」（1人）「ダンスっぽくなかっ
た」（1人）
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設問6：3でrしたくない」rあまりしたくない」と答えた方に伺います。
その理由は何ですか。（n＝16）
「つまらない」（3人）「いつも怒られた」（2人）「難しい」（2人）「うま
い人がいないと踊れない」（1人）「創作は苦手」（1人）「意味のない行為
のような気がした」（1人）r恥ずかしい」（1人）r踊りを考えられない」
（1人）「どうしていいかわからない」（1人）「面倒くさい」（1人）「身体
がついていかない」（1人）「変」（1人）
設問7：今日受けたダンスの授業と以前に受けた創作ダンスの授業とを比
較して、どのように感じますか。（n＝39）
・達成すべき目標がはっきりしていて良い
43．6％（17人）・獲得すべき技術があることが良い
61．5％（24人）・評価がはっきりしていて良い
25．6％（10人）・動きを揃えるということが良い
82．1％（32人）・手本を見せてもらえるのが良い
66．7％（26人）・決められた動きがあるのが良い
51．3％（20人）・リズムにのれるのが良い
92．3％（36人）・一体感が感じられるのが良い
74．4％（29人）・感情表現しなくてよ吟ことが良い
76．9％（30人）
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・獲得しなければならない動きがあるのが良くない
5．1％（2人）・評価されるのが良くない
5．1％（2人）・動きを揃えるということが良くない
0％（0人）・自由に踊れないのが良くない
0％（0人）・手本通りにしかできないのが良くない
0％（0人）・決められた動きしかできないのが良くない
0％（0人）・個性がなくなるので良くない
0％（0人）・感情表現できないことが良くない
2．6％（1人）・その他（記載なし）
V．考察
1．授業の内容について
手本として示された「技術」を獲得し、「リズム」にのり、動きを揃え
て仲問同士「一体感」を味わうということが、自分達にとってほぼ適当な
目標と捉えられたことが理解できた。しかし、自信のなさや不安からか、
「技術の獲得」という目標は、「リズムにのる楽しさを味わう」（95．6％）、
r動きを揃えて一体感を味わう」（84．4％）と比べて若干ポイントが低かっ
た（75．6％）6）。
それぞれの目的の達成度はr達成できた」rまあまあできた」を合わせ
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ると、r技術の獲得」は16人（35．6％）、rリズムにのる楽しさを味わう」
は41人（91．1％）、r一体感を味わう」は34人（75．6％）であった。手本と
同じようにできるまでには到らなかったが、ある程度は技術を獲得し、リ
ズムにのって楽しみ、一体感を味わうことができたと感じていることがわ
かった。
運動内容の難易度について、技術では「ウエーブ」については13人
（28．9％）がやや難しい、8人（17．8％）が難しすぎると答えたが、「ツイ
スト」では34人（75．6％）が、「パドブレ」では30人（66．7％）がちょう
どよいと答えた。コンビネーションでは、2人（4．4％）がやや簡単、27
人（60．0％）がちょうどよいと答え、9人（20．0％）がやや難しい、7人
（15．6％）が難しすぎると答えた。総じて「ちょうどよい」から「やや難
しい」と感じられたコンビネーションであったことがわかった。r努力す
ればできるかもしれない挑戦的な目標を設定するほうが、動機づけを高め
ることになり、達成したときの喜びや満足感、ひいては有能感も最大にな
りやすい。」（伊藤，2000，p．97）rちょうどよい」からrやや難しい」と
感じられる程度の今回のような運動内容は、高校生には時間をかければ自
分もできるようになるとの手応えを感じさせるものであり、適度な難易度
であったと思われる。
ヒップホップダンスはメディアにおいて目にする機会が多いが、筆者の
予想に反して施行前に「好き」「やや好き」と答えた者は合わせて23人
（51．2％）に止まった。挙げられた理由から、ヒップホップが若者の感性
にあっていること、自分も踊ってみたいと思わせる一方で、特別な存在の
人が行うダンスは、ダンスをしたことのない自分達には取り組めるレベル
でないと思い込んでいるのではないかと思われる。しかし、実際にやって
みることで、上記に述べたように技術やコンビネーションが少し難しいと
感じながらも、40人（88．9％）が好ましく思うようになることがわかった。
その理由としては、r楽しい」（14人）r面白い」（6人）r爽快感」（8人）
「できた」（14人）「やりがいがある」（6人）「達成感がある」（10人）など
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が多いことが理解できた。44人（97．8％）の高校生が、またやりたいと意
欲を湧かせていて、その理由としては「楽しかったから」（24人）「もっと
上達したいから」（8人）rかっこよく踊りたいから」（6人）というもの
が多かった。
以上のことから、「楽しさ」と「達成感」と「ダンスヘの意欲」には関
係があると考えられる。「できない」と思っていたことがrできた」こと
でr有能さ（喜び・満足感など）」を感じ、高校生は次なる活動へ動機づ
けられたのではないだろうか。つまり、9L1％の生徒がr達成された」と
答えたところの「楽しさ」は単にリズムにのって得られただけの感情では
なく、「身体的有能感」の向上が「セルフエステーム（自尊感情）」へと発
展（中込，2000，pp．189－193）したことによって生まれた感情であると考
えられる。運動に関して認知される有能感の高い人ほどスポーツや運動活
動に積極的に参加していることはよく知られている。有能感とは、まず達
成すべき目標があり、それが達成された時に感じられるものなので、手本
という目標が明確な模倣という方法は、高校生のダンスヘリ動機づけを高
める効果があると考えられる7）。
2．授業の方法について
今回の師範は模倣意欲を十分に引き出した（95。6％）と考えられる。こ
のようなやる気と前向きな姿勢を引き起こした理由は、「師範がかっこよ
い」（25人）、「振り付けがかっこよい」（7人）「揃っていてかっこよい」
（3人）ということであった。生田が自ら真似たくなることを「威光模倣」
と呼んでいる（生田，1989）ように、高校生のやる気を引き出すためには、
模倣対象に価値を感じさせることが大切であることがわかった。
「手本を見る一まねる一繰り返す」という方法に対して、「良い」と答え
たのは42人（93．4％）であり、「まあまあ良い」の1人（2．2％）を合わせ
ると95．6％の生徒が今回の指導方法を良いと捉えられていることがわかっ
た。筆者としては、手本を真似るという方法が窮屈ではないか、押し付け
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のように感じないかを訊きたかったのだが、否定的な意見は見られなかっ
た。挙げられた理由から、明るく（16人）、ユーモアを交えて（17人）、優
しく（6人）言葉がけをし、威圧的にならないことが大切であることがわ
かった。できたところは誉め（4人）、できないところをはっきりと指摘
する（4人）のが良いことがわかった。まねをしやすいように踊り（12人）、
カウントにあわせた分解練習からコンビネーションヘと組み立てていくと
いう方法もわかりやすく、良い（17人）と捉えられていた。師範後は意欲
を削がぬためにすぐに動き出し、踊る時間を多くとったので、何度も繰り
返し反復練習をする（9人）ことができたことも満足度を高める一因になっ
たようであった。
3．生徒への評価について
「良い」「まあまあ良い」を合わせると34人（75．6％）であった。r良く
ない」「あまり良くない」はいないものの、「どちらでもない」が10人
（22．2％）であった。挙げられた理由から、今回のように「できるように
なりたい」という意欲にあふれているときには、評価されたがっているこ
と（6人）、自分ができない部分をきちんと知りたいと望んでいること
（3人）がわかった。今回、各グループに対する大雑把な評価は与えられ
ても、十分な個人的評価は与えられなかった。その為、個人的評価を望む
声も聞かれた（5人）。それは、必ずしも今回の評価方法に満足していな
いことを窺がわせる。
目標設定におけるコーチの支援として、フィードバックを与えることが
大切とされている。伊藤は「適切なフィードバックが目標設定の効果をよ
り高めることが知られている。……選手のフィードバック依存性を高めな
いために、上達・進歩につれてフィードバックを少なくし、最終的には選
手自身が判断、評価できるようにすることが望ましい」（伊藤，2000，
p．101）と述べている。その他にも、r自己理解を助ける」r目標関与を高
める」「目標達成を賞賛し、新たな目標設定を促がす」ことが大切である
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とされている（伊藤，2000，pp．100－102）。そこで、教師が一人一人に対
する評価を与えると共に、達成度を客観的に自己分析させる形成的評価を
採り入れるなどし、自分の伸長を確認させることで、評価に対する満足度
を上げることができるのではないかと考えられる。また、生徒達の間で評
価し合うということも一方法だろう。明確な達成目標（手本）がある場合
には、生徒一人一人の評価方法に関する十分な検討が必要であることがわ
かった。
4．実践後の心身の状態について
今回の実践が楽しいと感じ（97．8％）、また実践の結果、達成感があり
（93．3％）気持ちが明るく（93．3％）なり、爽快感を味わい（93．3％）、そ
の結果、身体の状態（73．3％）よりも気持ちの状態（84．4％）のほうが良
くなったと感じた者の方が若干多いことがわかった。このように、適度な
運動を行なった後に、気分の爽快さを経験することは多い。模倣を方法と
したダンスの授業も、身体的な効果はもちろん、精神的な健康実現という
意味で有効な手段となり得ると言えよう。
また、42人（93．3％）は他の人も楽しそうだったと見ており、35人
（77．8％）が仲間に受け入れられたと感じ、25人（55．6％）が実践前より
親密さを増したと答えた。今回は高校生同士が互いに話し合いをする時間
は殆どとらなかったので、この仲間意識や親密さは、動きを覚えリズムを
揃えることによるものと考えられる。吉田は、他者の運動をまねるという
行為においては、単なる視覚表象の理解ではなく、自己の運動経験に基づ
いて共感することが大切であると述べている（吉田，1995）。つまり、「他
者の運動を客観的に冷徹に眺めるのではなく、運動共感能力を働かせ、自
己の運動として感覚的に共鳴し感じ取るのでなければならない」（吉田，
1995，p．56）という点で、模倣とは、r主体と主体とを結ぶ、共通感覚的
・相互理解のチャンネル」（吉田，1995，p．56）づくりであると言えるだろ
う。ダンスを模倣するという方法を介して他者との交流を図り、対人関係
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の拡大や深まりがもたらされたと考えられる。模倣を方法とするダンス授
業は、同じ動きを集団という安全枠の中で共有することによって、親和性
の向上に役立つと言えるだろう。
各種スポーツと同様、模倣を方法としたダンス授業も、心身の健全な発
育発達に役立ち、また集団的アプローチの効果として、対人関係の改善に
役立つ可能性があることがわかった。
5．創作ダンスとの比較
模倣を方法とするダンスの実践は、創作ダンスに比べて、第一に「リズ
ムにのる」（92．3％）という点に長所があると感じられていることがわかっ
た。リズムはダンスの本質である。模倣を方法とするダンスの授業は、ダ
ンス本来の良さを感じさせることができると言えるだろう。「他者との一
体感を感じられる」（74．4％）、r他者と動きを揃える」（82．1％）ことが長
所と捉えられるのも、このリズムに負うところが大きいだろう。個人を超
え出た場のリズムに身を投じていくことは、ダンスの本質的な喜びのひと
つである。
また、自分が獲得すべき技術やコンビネーションをはっきりと示され
（61．5％）、それを実際に手本として見せてもらえること（66．7％）は、創
作ダンスとは違った良さとして受け止められていることもわかった。また、
「感情表現をしなくてよい」（76．9％）ことも多くの生徒が長所として挙げ
た。それは恥ずかしさを感じさせない8）ことにつながり、そのことがダ
ンスヘの取り組みやすさのひとつの要因になるのではないかと考えられる。
「またやりたい」という動機づけの点で、創作ダンスは、模倣を方法と
するダンス授業（97．8％）と比較して低い（33．4％）ことがわかった。
rしたい」（17．9％）rややしたい」（15．5％）と答えた人が挙げた理由とし
ては、r練習を通じて友達との仲が深まった」（3人）r友達と協力し合え
た」（1人）などが挙げられ、高校生は創作のプロセスに魅力を感じるこ
とがわかった。「どちらでもない」（25．6％）rあまりしたくない」
一286一
ストリートダンスの授業構成に関する研究
（17．9％）「したくない」（23．1％）と答えた人が挙げた理由としては、気
分一（恥ずかしい、変など）的なこと（8人）と、「どうしたら良いかわか
らない・動きを考えられない」（8人）などが比較的多かった。イメージ
と動きをつなぐことがなかなかできず、何とか動きを見つけてはみたもの
のそれがイメージと合わず、変だったり恥ずかしいと感じている様子が窺
える。
森は、r熟達志向性（知識を深めたり技能を高めたりする方向への学習
を志向すること）」とr自律性（自己決定に基づく、自らすすんで学習に
取り組むこと）」のふたつの性質をもつものが動機づけの状態であると言う
（森，2000，p．87）。模倣を方法とする舞踊教育は、一方的な機械的訓練で
あり「教え込み」（他律的）であるように捉えられたが、実はまったく逆
であり、能などでも師匠は手本を示した後はあまり教えない。師匠の技は
自分で盗むものであり、弟子は示された手本をもとに試行錯誤をして自分
で学び取っていく。模倣とは、自己決定に基づいて、自らすすんで学習に
取り組むこと、すなわち自律性に富んだ方法である。実際、今回の実践で
も高校生はそのようにして上達した。
また、模倣を主たる方法とする舞踊教育では、特にr能」などに顕著で
あるように、「己は以前と比べてどうか」を問題とするのであって、他者
との競争は問題とされない。伊藤は、目標を「課題目標」と「自我目標」
とに分け9）、前者は自分の中での目標達成度を問題とするので有能感を感
じることが多く、後者は他者と比べての達成度を問題とするので、優越感
と同時に無能感を感じることも多いとして問題視している（伊藤，2000，
pp．102－107）。伊藤は「自分の進歩やスキルの向上，に集中でき、目標達成
の可能性が高まるし、たとえ客観的に見て能力が低い選手であっても進歩
したり、向上したときに有能感を獲得できる」（伊藤，2000，p．106）と述
べている。今回の実践で各高校生のダンスのできに差はあっても、殆ど
（93．4％）が楽しいと答えたのは、模倣を方法とするダンス授業では、目
標（手本）が明確であり、しかもそれが課題目標であるので、それぞれの
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レベルで個々人が有能感を強く感じられるからであると考えられる。
VI．結論
女子高校生45名を対象に調査を行なった結果、今回の実践では、1．教
材のレベルは対象者に適していた、2．授業の方法（模倣）は対象者には
良いと捉えられた、3．評価としては個々へのフィードバックが不足して
いた、4．対象者は爽快感、達成感を感じていた、5．創作ダンスと比較
して、リズムにのること、獲得すべき技術があること、手本があることが
長所として捉えられていることがわかった。
【注】
1）例えば、授業内容については「学生の能力（学力、基礎知識）や技術に対する
検討を行っているか」「学生の能力（学力、基礎知識）に見合っているか」など
が、また、授業方法についても、r成績評価の基準は明確か」r学生の学習状況、
理解度を把握する試みがなされているか」r学生の学習意欲を喚起する働きかけ
がなされているか」「学生の主体性、個性、創造性を発展させる試みがなされて
いるか」r学生に授業の目的を正確に伝達するような工夫がなされているか」な
どが挙げられている（全国大学体育連合研究部・自己点検検討委員会，1993）。
アンケート調査のr1．授業の内容について」r2．授業の方法について」r3．
生徒への評価」における設問はこれを参考に作成した。
2）梅田はダンスの効果として「筋肉・骨・関節・皮膚の鍛錬・循環器・呼吸器・
消化器などの諸器官の機能、新陳代謝等の機能の維持と向上」「末梢部の刺激が
脳幹網様体を介して果たす脳機能の腋活作用」「抑圧された感情の発散」「集団へ
の参加による効果」「非日常性の時間がもたらす精神の安定」「芸術療法としての
側面」「事実上の工夫によりalteredstateofconsciousness」を挙げている。アン
ケート調査の「4．実践後の心身の状態について」の設問1～9はこれを参考に
作成した。
3）i教材：ヒップホップダンス
ヒップホップとは、ニューヨークのサウスブロンクス地区で生まれた音楽であ
る。この音楽を用いたダンスは、感情表現するというより、その音楽の底を流れ
るビートを身体で打つと表現した方が相応しい。様々なステップ、技術が体系化
されているが、それらの中から今回選んだ技術は「ツイスト」「ウエーブ」「パド
ブレ」の3つである。主にこの3つの技術を用いて筆者が創ったコンビネーショ
ンは32カウント、時問にして約30秒ほどのものである。
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且タイムテーブル
：00挨拶、説明
0516ビート打ちの練習（手と声で、手と足一サイドステップ、グレープバ
インステップーで）
15
17
：40
：45
55
：05
10
15
20
：25
：30
習得部分のデモンストレーション
技術及びコンビネーションの習得
コンビネーションをマーキングで4回繰り返す
グループ練習
グループごとに披露、それに対する評価とできていないところの指摘
曲にあわせてさびの部分を2回踊る
一曲通しで踊る（さび以外はビート打ちで練習したものでリズムを取る）
全体への評価、今後の見通し
一曲通しのデモンストレーション
アンケートの記入
終了
血指導方法
①デモンストレーション：大学生（2年生）8人。技術とコンビネーションを習
得し、一曲分の振り付けを通しで踊れるようにしておいた。実践の中でデモンス
トレーションとして踊ってもらい、高校生には今後3回（45分なら6回）授業を
受けることでこの程度踊れるようになるとの見通し（長期自標）として見てもらっ
た。
②指導の方法：r手本を8カウント分見せる一分解して教える一5回ほど繰り返
しやってみる一再度手本を見せる一手本の腕の位置、その他の身体の向きや、動
きと動きの『間』をよく見て真似るように指示する一5回ほど繰り返しやってみ
る一再度手本を見せる一手本と比較して修正する一次の8カウントの習得にうつ
る」。この繰り返しでr4－8」（8カウントを1フレーズと数えて4フレーズ）、
すなわち曲のさびの部分32カウントを覚えるのに25分かかった。手本をよく見て
まねること、手本とどこが違うのか自分で考えること、できないところはできる
ようになるまで訊くこと、考えなくてもできるようになるまで何回も繰り返すこ
と、自分ができてきたらできない人に教えること、他の人と動きとリズムを揃え
ていくことなどの重要性を強調した。
4）技術と言っても、これらはジャズダンスやバレエのように高度なものではなく、
誰でもできる身体のつかい方をベースにしている。これらの技術を習得するのが
それほど困難でないのは、今回の受講者（殆どがダンス経験のない初心者）が25
分ほどでそれらを獲得できたことからも理解できるだろう。しかし、フォークダ
ンスのようにステップを踏めればよいというものではなく、r身体知」として身
につけ、それがr美的」と言われるまでに磨き上げるには、相当の時間がかかる
ことは他の舞踊と同じである。r無駄なく、余計な動きが付随せず、流れるよう
に微妙な間をとることができる」（マイネル，1998，p．64）までには、何回踊れ
ば完成するということのない、技としての奥行きもある。感想の中に「もっとう
まくなりたい」というものが多いのも、それぞれの技がこの奥行きを感じさせる
からであろう。それでも、今回のように25分程度で獲得した技術でリズムに乗る
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楽しさを感じることができるイージーな面もあることは、アンケートの結果から
も理解できる。
5）ロッキングとはヒップホップと同様、ストリートダンスの一種である。今回の
90分の授業の中で時間が余った場合に教えようと考え、そのコンビネーションも
準備していた。時間内に教える余裕はなかったが、終了後の25分間を使って、45
人の高校生に実施してみた。そのアンケート結果である。筆者としては、もう少
しできるかと予想していたが、こちらはヒップホップのように簡単には覚えられ
なかった。8カウント覚えることもできない生徒がいた。難易度が高過ぎた為途
中でやる気をなくす高校生もいた。
6）主観的ではあるが、筆者の目から見て技術の獲得という点に関して、カウント
が正確に刻めたという以上の、曲のリズムの強弱、微妙な間がつかめて、それを
「身体の連動（頭、手、足、胴が刻むそれぞれのリズムが共調していること）」
（譲原，1993）にのせることができていた、すなわち、俗に言う「のっていた」
のは、1割程度の5人である。殆どできなかったのが1人。あとの39人はカウン
トどおりに覚えることはできたので、筆者から見れば技術の獲得は果たされたと
思うのだが、技術の獲得という点に対する達成度が「達成できた」「やや達成で
きた」を合わせても35．6％に止まっているのは、手本と比べて動きの洗練度が足
りないことを自分達でもわかったためであると考えられる。この先踊りこみを加
えれば、マイネルの言う「美的範疇」（マイネル，1998，pp．62－67）に入る踊り
ができたと感じるようになるだろうという印象を持った。また、この程度のでき
でリズムにのったと感じ、ダンスの楽しさを感じることができるなら、今回のよ
うな授業を今後3回（45分なら6回）実施すれば、踊りが洗練されると同時に相
当の爽快感、喜び、楽しさを味わうことができると期待できる。
7）伊藤はr目標設定が動機づけや成績に効果をもつかどうかは、自らが設定した
目標を達成することによって自信や有能感を高めることができたかどうかに左右
される」と述べている（伊藤，2000，p．96）。
8）池澤は、小学校体育の中での表現運動におけるつまずきの要因として、「恥ず
かしさ」r動きがわからない」という2点を挙げている。そこで、民間のゲスト
ティーチャーを迎え、リズムダンス（ロック、ヒップホップ）を教材として授業
をしたところ、男子、女子ともに恥ずかしさを払拭することができ、また、児童
自身が動きを生み出したり、動きを発展させたりすることができ、ダンスヘの好
感度が上がったことが報告されている（池澤，2000）。
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